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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・制服発注についての補足

1、 学生の方は現在着ている制服をそのまま使用する。

2、 ケアワーカーは男女共に旧制服が破損した場合に発注し新制服を着用する。

3、 看護師男性は全員新制服を発注し着用する。

4、 看護師女性は病棟移動や破損により交換が必要な場合に新制服を発注し着用する。

・健康診断の個人通知について

健康診断の個人通知を事務管理課総務室にて配布しています。個人情報なので、診断を受けた本人以外の方の受け取りは出来ません。要加療の対象者は７/１０までに他の病院、診療所、検査センターなどで再検診を受け事務管理課総務室まで結果を報告しましょう。

・研修出張報告書について

　日帰りの出張の場合、報告書の提出期限は３日以内、宿泊を伴う研修出張の場合は報告書提出は１週間以内です。期限を遵守できない場合は自費で研修を受講しなければなりません。各自、期限厳守を徹底しましょう。

佐々木　喜代治様～ご家族より入れ歯のネーム入れの承諾を頂きました。事務管理課医事室へは報告済みです。7/1（金）の予約となっています。

橋本　万様～両下肢の浮腫が続いている為、臨時薬継続（２×1　朝、昼7日分）となっています。

大平　よし様～両下肢の浮腫が続いている為、臨時薬継続（2×1朝、昼７日分）となっています。

南　市三郎様～貧血、発熱に対し臨時薬が継続処方となっています。

高森　清八様～経管栄養を実施し下痢便が見られていますので、経管栄養は２時間かけて流し

て行きましょう。

＜事故やトラブルが考えられる患者様について意見交換＞

中川原　清美様～徘徊中の患者様に対する暴言や暴力行為がある。また、歩行が不安定である

為、トラブル中に転倒の事故が重なるということも考えられる。

　　　　　　　　　　　　　↓

1 常に所在の確認を行う。

2 見守りの徹底。

③　徘徊や他室への侵入が認められる患者様（大平よし様、岩渕道子、市橋ひで様、濱浦　正明様）の行動パターンの把握と所在確認。

　　　　　　　　　④　ふらつきがある場合は自尊心を傷つけないよう配慮し介助する。

　　　　　　　　　　　（夜間、トイレ覚醒が頻回にあり、ふらつきが大きい）

宮　チヤ様～下肢の筋力低下があり、立ち上がりや歩行時にバランスを崩し転倒事故となる可能性がある。また、床に落ちているゴミに対する執着があり、イスから不安定な姿勢をとることがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

①常に所在の確認を行なう。

②見守りと付き添いの徹底。

③環境整備（異食の原因となるものが落ちていないか？）

④物の配置と危険予知。

⑤食事時のスタッフの配置（立ち上がりが頻回となる為）

＜Ｃ　Ｄユニット患者様ＮＣＰ評価・検討＞

戸賀沢　庄治様

♯１　誤嚥性肺炎の為、経管栄養の管理が必要である。

Ｐ①バイタルサイン測定<３検>

②発熱時クーリング施行

③アイソジェン（２-１-２）、白湯３００ｍｌ注入する。その際、必ずエア音を確認する。

④痰鳴時には吸引する。

⑤清潔保持の為、清拭や陰部洗浄の徹底。

⑥尿量の測定。各勤務帯オムツで尿量測定する。

⑦準夜帯で排尿、経管のトータルを出す。

⑧口腔ケア（アイスマッサージ）を施行する。（１日３回

⑨首の上下運動（経管栄養注入時１日３回）

肩関節　伸展・屈曲・回旋・内転・外転（オムツ交換時に３～５回ずつから始める）

股関節　伸展・屈曲（オムツ交換時に３～５回ずつから始める）

膝関節等　伸展・屈曲（オムツ交換時に３～５回ずつから始める）

拘縮予防の為にベッド上で動かす。

　　

